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１．研究の目的と背景
　近年、子育てをする親たちのリフレッシュや
「自分らしさ」を確保することを目的に、大人
を対象とした行事や催し物等に子どもの保育を
つけるものが増えてきている。
　例えば母親が子どもを預けて映画を楽しむこ
とができるようにと、託児ルームを設定してい
る映画館がある１）。文化会館の中には、会館が
主催する公演について、託児サービスを行って
いるところがある２）。美術館でも保育ルームを
設置し、美術鑑賞の際、子どもを預けることが
できるところがある３）。
　このような文化的催し物を保護者が子どもと
離れて楽しむことは、保護者が子どもから一時
的に離れる機会を得ることになる。このような
一時預かりに対するニーズは高い。小池らの研
究では、一時預かりサービスは親子交流や子育
て情報の提供、子育て相談といった他の子育て
支援サービス比べて、サービス量への満足度も
低く、さらなる充実が求められていることが明
らかになっている４）５）。
　このような文化的催し物に伴う保育は、本来
催し物への参加を促すことが目的であるが、結
果として、親たちの子育てからのリフレッシュ、
自分の時間を確保するという子育て支援につな
がっており、子育て中の親のニーズに応える一
端を担うこととなっている。
　一方、保育を子育て支援そのものを目的とし
て設定しているものも増えている。新潟県女性
財団では主催する研修会やセミナー等に保育を
設定しているものが多い。例えば、人材育成セ
ミナーとして企画されている「育休ママのため
の職場復帰準備セミナー」や「トラブル解決力
アップセミナー」では、生後６か月以上の子ど
もを対象とした保育を設定している６）。子育て
支援の一つとして行われているNPプログラム
（Nobody's　Perfect）７）では、その開催にあた
り、保育を設置することが条件とされており、
親が子どもと離れて過ごすなかで、親としての
思いを語り合うことができるようにしている。
筆者らが関わっている福島県から東日本大震災
及び原発事故による避難者の支援活動の一つで
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ある「ふくしまママ茶会」８）も保育を前提に
企画・運営しており、子どもと離れる時間を確
保することで、日頃子どもの前では話せない避
難生活での思いや悩みを共有することができる
ようにしている。
　保育という「子どもと離れる」ことによって、
「大人としての時間」「女性・男性としての時間」
が確保でき、その結果が親子それぞれにとって
プラスに働くという子育て支援につながってい
る。このような一時的に子どもと離れる経験を
した保護者への効果として、①育児サポートの
付加、②地域の中で子育てを頼るところができ
たという安心感の芽生え、③母親の精神的安定
が図られる、④保護者と子どもとのかかわりの
変化、⑤保護者の子どもの育ちの発見、⑥保護
者と保育者の関係の構築、⑦保護者と他の子ど
もとのかかわりを挙げている９）。また、身内で
はない他者に子どもを預ける経験は、保護者に
とって分離不安をより強く感じているものの、
分離経験によって母親自身がより充実した時間
を過ごしたり、子どもや親子関係によい経験で
あったと感じられていることが明らかにされて
いる 10）。
　これらの保育ニーズに応える社会資源の一つ
として「保育グループ」と呼ばれる団体が地域
で活動している。ここで言う「保育グループ」
とは、前述のような保育ニーズの対応を目的と
して、有志によって構成された組織から保育者
を派遣している団体である。これら「保育グ
ループ」の存在が保護者が必要とする子育て支
援ニーズの一端を担っているといえるが、その
成立要件や運営、組織について言及された研究
は少ない 11）。しかしながら、専門的な知識や
技術を習得していない地域住民が、保護者から
信頼される保育を提供していくためには、信頼
される組織のあり方や保育者の資質向上等、課
題となることは多い。
　本研究は、上記に該当する「保育グループ」
の活動を成立させている基礎的要素の提示を目
的とする。その理由として、上記のような子育
てニーズに対応していくことが求められる時代
において、これらグループの活動の継続や新た
なグループの設立がより必要とされているから
である。研究方法としては、帰納的アプローチ
による記述内容の分析を行うこととする。その
結果は「保育グループ」を成立させる基礎的要
素を提示することにつながると考えられる。
２．研究方法
（１）調査対象
　調査対象は、Ａ県内で活動する「保育グルー
プ」である。Ａ県では、女性の自立等、男女共
同参画の視点から、県内で活動する「保育グ
ループ」の養成に努めてきた。その中核をＡ県
女性財団が担っており、保育者の養成、既存の
保育グループ間の連携、共同での研修会を行っ
ている。女性財団に登録し、活動を展開してい
る 23 グループに対し、調査協力のお願いを調
査実施前に行ったところ、９グループから承諾
を得ることができた。
　調査は２種類行い、①「保育グループ」の組
織・運営に関する内容（グループの代表が回答）、
②保育者自身に関する内容（グループに登録し
ている保育者全員が回答）となっている。本研
究では、「保育グループ」の成立に関する基礎
的要素の提示が目的であるため、①の内容を中
心に分析を行う。
（２）調査の実施方法
　調査は、調査協力を受託した「保育グループ」
に対し、郵送による配布、回収を行った。調査
期間は 2011 年 10 月の１か月である。
　本調査の対象は各「保育グループ」の代表で
ある。この調査は、「保育グループ」活動を成
立させている基礎的要素を明確化することを目
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的としているため、組織・運営面を把握してい
る代表を対象とした。
　調査項目は、「保育グループについて」、「保
育について」、「保育者間の交流、研修について」、
「保育グループの運営について」の４点から構
成されている。調査内容の詳細は表１の通りで
ある。本研究では「保育グループについて」及
び「保育について」の調査結果から「保育グルー
プ」の活動を成立させる基礎的要素につながる
内容を中心に検討を行う。
（３）倫理的配慮
　収集したデータについては、統計的に処理を
行い、結果の公表に際して「保育グループ」が
特定されることのないよう十分配慮した。上記
のような配慮を行う旨を調査依頼文書に明記し
た。また、本研究については、筆者らが所属す
る機関が有する倫理委員会の審査を受け承認を
得た（2011.9.14 承認）。
３．結果と考察
（１）「保育グループ」の設立経緯
　設立の経緯としては、大きく分けて次の二つ
があげられる。
　一つ目は「時代の要請に応えるため」である。
保育グループの活動を始める経緯として、回答
のあったグループの多くが 1990 年代後半以降
に設立されている（表２）。
　この時期は、子育て支援が社会的に注目され
始めた時期でもある。1990 年代は少子化対策
の一環として子育て支援充実の施策が積極的に
取り組まれた時期である。1994 年の「エンゼ
ルプラン（今後の子育て支援のための施策の基
本的方向について）」策定に始まる一連の少子
化対策・保育施策は、子育てをする親（特に在
宅で子育てをしている母親に対する支援）の
ニーズに応える形で、仕事の子育ての両立支援・
保育ニーズに応じた様々な保育サービスから、
在宅における顕在化しない親子の発見と子育て
のサポートへとその様を変えていった。
　これは、設立のきっかけやグループの理念・
目的でも明らかになっている。設立のきっかけ
として、保育者（保育ヘルパー等）の養成講座
を受講したメンバーが中心となって立ち上がっ
ているところが多い。1990 年代中頃、これら
の養成講座が公民館等社会教育施設を中心に積
極的に行われている。子育て中であっても「学
びたい」という声に応える形で、社会教育施設
で行われる企画や研修に保育をつけるように
なっていった。
　また、グループの理念や目的にも、その設立
の経緯が含まれており、回答のあった９グルー
プすべてが「子育て中の親の社会参加を支えた
い」ことを目的に掲げていた。なかには「子育
て中だった私たちは、講座や講演会等等参加し
たいな…と思ったとき、まわりにはまだあの頃
には保育付の講座もなく、悔しい思いをしまし
た。」といった、まさしく保育者自身が「学び
たい」「社会参加したい」という思いを持って
いたことがわかる記述も見られた。
　二つ目は「自らの子育て支援活動をよりよく
展開していくため」である。すでに子育て支援
活動をしている団体が、自らの活動を進めてい
く上で、保育を準備した方が子育て中の親たち
も参加しやすいことに気づき、そういった保育
ニーズに応える形で組織化しているケースであ
る。「…活動している中で、若いお母さん達より、
会議や、催し物等、子どもを見て頂ける処があ
れば、勉強、会議等もっと出席できるのではと
の声があり、活動の一つに入れようというにな
り、発足」している。２グループからこの回答
があった。子育て支援を行っている団体の保育
ニーズとして、次の二つが挙げられる。一つ
は、団体で企画する催し物に参加する子育て中
の親の子どもたちへの保育、もう一つは、それ
らの企画を準備する際にスタッフが行う会議や
研修会の際の保育である。前者については、講
演会や研修会といった講師の話を聞く形であっ
たり、参加者が体験する形の場合、保育を用意
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することで、参加者が催し物に集中することが
可能という、支援活動の目的に対応するための
保育といえる。一方、後者については、回答に
あったように、スタッフの勉強、会議等への参
加を促す要因としての保育がある。会議は参加
者同士の意見交換がしっかりとなされ、その目
的や意義を共有することや役割分担を明確にす
る必要がある。勉強（研修）では、その内容に
集中することが何より求められる。このような
経緯から保育を提供する仕組みを立ち上げてい
る先行事例として、貝塚市公民館による活動が
あり 12）、本調査においてもこのような経緯が
明らかにされた。この二つの面から、子育て支
援団体としては、自前の「保育グループ」を形
成することが活動をより充実させていくことに
つながることを目的として設立していることが
わかる。
（２）「保育グループ」の概要
　①活動拠点
　グループの活動拠点として、独自に拠点を
持っているところはなく、「代表者宅」が６グ
ループであった。その他、「副代表宅」、「事務
局宅」がそれぞれ１グループ、「依頼受入は代
表宅、定例会は公民館を活用」と回答したグルー
プが１つあった。（表３）
　②保育者登録数
　保育者の登録数については、グループでかな
りの差があった。もっとも少ないグループは６
名、もっとも多いグループで 28 名、平均 15 名
であった（表４）。登録者数の妥当性については、
グループの規模や年間の活動日数等に応じて検
討する必要があるが、保育者登録の方法につい
ての回答についてみると、登録者数が少ないグ
ループは「日頃、いつもお手伝いをして下さる、
サブメンバーの人達がおり」という記述があり、
必ずしも登録している保育者のみで活動を展開
しているわけではないこともわかる。
　③年間依頼件数
　一年間（2010 年４月〜 2011 年３月）の保育
依頼件数は、もっとも多い団体で 197 件、もっ
とも少ない団体は０件、平均 94.5 件であった。
（表５）０件というのは、調査当初、活動を始
めたばかりの団体である。年間 100 件以上の保
育を行っているグループが４グループとなって
おり、これらの４つは活動実績のある他の４つ
と比べて、設立時期が早く、活動経験年数も長
くなっているため、地域での認知度や信頼が高
くなっていること、グループの所在地がＡ県内
の中心となる市であり、保育を必要とする機会
が多いことも背景にあると考えられる。
　④保険への加入状況
　保育活動上の事故やけが等の対応として、調
査対象となった９グループすべてが社会福祉法
人全国社会福祉協議会による「福祉サービス総
合補償」に加入していた。この保険では、在
宅・地域福祉サービス中の活動従事者自身のケ
ガ、団体・グループの賠償責任を補償する内容
となっている。活動従事者自身のケガを補償で
きる体制を整えることで、保育者自身がケガを
した場合（移動中や子どもとの関係等）の対応
が可能となる。賠償責任を補償することで、保
育中に子どもにケガをさせてしまった場合の対
応が可能である。このように、万が一の時への
備えをすることで、安心して保育を行うことが
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可能となる。
　⑤紹介する媒体
　「保育グループ」を紹介する媒体について、
９グループすべてが何らかの媒体を作成してい
た。うち、「パンフレットやリーフレット」と
回答したのは８グループ、「ホームページ」と
回答したのは２グループ（複数回答）であった。
パンフレットやリーフレットでは、おもに団体
の紹介や保育の依頼方法が示されていた。
　⑥保育者募集方法
　活動する保育者の募集方法について尋ねたと
ころ、９グループのうち５グループが一般募集
を行っており、４グループは行っていなかった。
一般募集を行っていないグループに募集方法を
尋ねたところ、「知り合い等に声をかける」と
いった保育者のつながりで対応しているグルー
プや「保育者養成講座を受講した方」といった、
保育者に必要な知識や技術を学んだ方たちとし
ているグループがあった。いずれにしても、子
育てについて知識や経験を踏まえた上で保育者
として活動していることがうかがえた。
（３）提供している保育
　「保育グループ」が提供する保育は、認可保
育所で行われている保育と違い、そのグループ
が責任をもって担うことのできる範囲を基準と
するため、グループごとにその内容を定めてい
る。具体的にどのような基準を設けて保育を
行っているのかについて調査を行った結果が以
下の通りである。
　①対象年齢
　保育対象となる子どもの年齢について、すべ
てのグループが生後６か月以上の子どもを対象
としていた。上限については設定していないグ
ループもあるが、上限を設定しているグループ
では、「小学生」、「未就学児」、「小学校低学年」
の３グループとなっている。上限を設定してい
ないということは、場合によってはかなり幅広
い年齢の子どもを預かることも起こりうる。「保
育グループ」が年齢制限を行うと、ニーズに対
応できない場面も出てくると考えられる。た
だ、幅広い年齢の子どもを一同で保育すること
は、子どもたちの安全面でもリスクが高くなる
ため、保育についての工夫も必要となってくる。
保育を行うための場所を複数用意する、保育者
の数を増やす等の配慮が必要となってくるだろ
う。
　②保育対応曜日・時間
　保育に対応している曜日・時間については表
６の通りである。記述のあった６グループのう
ち５グループが「応相談」や「随時」等、特に
規定を設けず、主催者からのニーズに応じて相
談しながら対応している。また規定のある１グ
ループも、回答をみると臨機応変に対応してい
ることがわかる。
　実際、回答のあったあるグループの活動実績
をみると、表７のようになる。最も早い時間
で 8時 30 分開始、遅いもので 22 時 30 分終了、
保育の時間が長いものでは 8時 30 分から 18 時
までの 9時間 30 分というものがあった。この
結果からも多様な対応をしていることが明らか
である。これは保育時間の上限について尋ねた
質問項目からも９グループすべての団体が特に
上限を設けず、保育依頼団体からの必要に応じ
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て保育を行っているという結果からも明らかで
ある。このような柔軟な対応が可能であるのも、
「保育グループ」の活動目的が明確であり、目
的に応じた対応を展開していること、子どもを
保育することに対して、後述するように基準や
ルールを定めているからといえる。
　③保育者配置基準
　保育を行う際の子どもと保育者の人数割合に
ついて尋ねたところ、すべての団体が規定を設
けている。うち１グループを除いては、年齢・
月齢に応じた保育者基準を設けていた。（表８）
　「保育グループ」が預かる子どもたちは、保
育者にとって初めて出会う子どもたちであるこ
とが多く、子どもとしっかり向き合うためにも
手厚く保育者を配置していることがわかる。そ
の中でも３歳以上の子どもについては、すべて
の団体が一人の保育者で複数の子どもを保育す
る形となっているが、２歳以下の子どもについ
ては、グループによって、差がみられた。グルー
プの中には「子どもの人数にかかわらず、最低
2人の保育者で保育を行う」とするところもあ
り、複数の保育者で対応することで、保育者同
士が連携をとりながら保育を行うことのできる
体制を整えていることもわかった。
　④保育カードの有無、内容
　保育者にとって、保育を行う子どもの様子を
把握することは欠かせない。保育を行う場面に
おいては、認可保育所であっても、「保育グルー
プ」が行う保育であっても同じである。「保育
グループ」では、子どもの様子を把握するため
に、子どもの状況をまとめた用紙（保育カード、
保育カルテ等）を用意している。この用紙（以下、
保育カード）を事前に保護者に提供し、必要事
項を記入してもらった上で、保育に臨んでいる。
　保育カードの記載内容について、カードの提
供があった８グループの結果は表９の通りであ
る。
　すべての「保育グループ」に共通の項目は「子
どもの氏名」「愛称」「持病（アレルギー、ぜん
そく等）の有無」「年齢・月齢」「排泄状況（排
泄の段階）」「保育担当者へ連絡したいこと」の
６項目であった。また「生年月日」「健康状態」「授
乳状況」は７グループが記載していた。「健康
状態」を尋ねていない１グループも、子どもの
体温を尋ねることで確認する形をとっていた。
子どもの氏名は当然のことであるが、愛称も尋
ねることで、子どもが慣れ親しんだ呼びかけが
できるようにしている。持病については、子ど
もの体調にも影響することであり、事前に情報
を得ることで、子どもの健康を守ることとして
いる。これは後述するように、保育の時間帯に
よってはおやつ等を提供することもあるため、
子どもに与えてはいけないおやつ等の確認をす
ることにもつながる。健康状態や好きな遊びは
その子が保育時間を楽しく過ごし、保育者が子
どもの様子や変化を確認するための大切な情報
源である。授乳については、年齢が低い子ども
の場合、保育時間が長くなると必要となってく
る。授乳の間隔や飲む量を確認し、保育が始ま
る前、何時頃授乳したかを尋ねた上で、適切に
対応している。続いて「保育経験の有無」５グ
ループ、「泣いた時のなだめ方」４グループと
なった。「保育経験の有無」では、他者に子ど
もを預けたことがあるかどうかを尋ねていた。
父親や祖父母等の身近な存在ではなく、他者に
預ける形での保育経験があるかどうかを尋ねる
ことで、子どもとの関わり方にも配慮している
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ことがわかる。泣いたときの対応等は、普段の
子育てを知ることで、保育場面においても、で
きるだけ子どもに負担のない形を提供しようと
していることがわかる。
　このようにほぼすべてのグループに共通する
項目がある一方で、半数以下のグループが尋ね
ている項目もあった。具体的には「性別」「保
護者氏名」「保育実施日」３グループ、「住所」「電
話番号」「おんぶの可否」２グループ、「睡眠時
間」「午前のお昼寝の有無」１グループであった。
　⑤保育案内の有無、内容
　実際に保育を行う場面で使う持ち物等につい
ては、事前に保護者に連絡し、用意してもらっ
ている。そのため保育を利用するにあたっての
心構えや準備物等の案内を記載したものをすべ
ての団体が用意していた。回答のあったグルー
プのうち、７グループから案内文の提供があっ
た（表 10）。
　結果、案内として共通の項目は「時間の余裕
をもって保育室に来て欲しい」「保育カードへ
の記入依頼」「準備する持ち物リスト」「持ち物
への名前の明記」であった。「時間の余裕をもっ
て保育室に来て欲しい」について、保育者とし
ては、子どもが保育者や保育室になじむ時間の
余裕と保護者から子どもの様子を確認する時間
が必要なためといえる。「保育グループ」は、
実際に保育を行う（講演等が始まる）30 分前
ぐらいから保育ができるよう会場設営を行って
いるグループもあり、子どもに負担が少ない形
での保育のあり方を展開している。「保育カー
ドの記入」は前述の通り、子どもの様子を把握
するための大切な情報源であるため、案内にお
いても、記載協力の文面が示されている。次
に「体調不良の際は預かることができない」が
５グループであった。体調不良の際の対応につ
いては、「保育グループ」が対応している保育
ニーズの特徴を背景としていることが考えられ
る。「保育グループ」が対応している保育ニー
ズは研修会やコンサート、講演会といった催し
物に保護者が参加したいが、子どもと一緒では
参加できない、あるいは子どもがいると内容に
集中できないという状況の中で起こっている。
保護者にとっては、主体的・積極的に参加した
い催し物であることが多く、そのために子ども
の体調に配慮する部分が不足してしまうことも
ある。一方、保育者にとっては、普段の様子が
わからない子どもを体調が悪い中で預かること
は、子どもの健康や安全面を考えてもリスクの
高いことにつながるため、配慮してほしいとい
うことである。また、保育をお願いしたことで
必ず行かなければ保育者に申し訳ないという思
いで連れてくる保護者もいる。グループとして
は、子どものことを最優先に保育を活用してほ
しいという思いに基づいての記載といえる。当
然のことであるが、保育場面は子どもの集団の
場でもあるため、流行性の疾病等については、
参加を控えて欲しいということもあるだろう。
その他、「保育当日の流れ」や「アレルギー等
の申し出」についての記載が見られた。記載さ
れている分量もグループによってかなりの差が
あり、詳細に示しているところから、必要最低
限と思われる事項のみを示しているグループま
で様々であった。
　準備物のリストは、ほぼ共通の内容であり、
「着替え」「紙おむつ」「ビニール袋（ごみ袋）」（使
用済みおむつ用）「コップ等」が見られた。
　⑥おやつ等の提供
　保育時間内に提供するおやつや飲み物の準備
について尋ねたところ、「保育利用者が用意す
る」が８グループ、「保育グループが用意する」
２グループ、「主催者が用意する」１グループ、
「基本的に提供しない」１グループ（複数回答）
となった。選択肢すべてを選んだ団体もあり、
依頼者との対応の中で選択していると思われ
る。
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　⑦保育料
　「保育グループ」は活動を有償で行ってい
る。保育料の規定について尋ねたところ「要相
談」が１グループあったが、その他は時間あた
りでの単価が設定されていた。保育者一人につ
き１時間あたり 700 円〜 1100 円の幅となって
いる。平日と土日、夜間等で単価を変えている
団体もあった。また交通費は別途設定されてお
り、保育者一人あたりでの設定や保育場所への
移動に使用した車の台数分で設定されている団
体もあった（表 11）。なお、保育時間について
は、催し物や講演会等が行われている時間だけ
でなく、事前準備や後片付けの時間として、前
後 30 分程度を含めた形になっているグループ
が多い。
　⑧主催者への案内
　「保育グループ」は、催し物を企画している
主催者からの依頼に基づいて保育を提供してお
り、保育を必要とする主催者に保育を行うにあ
たっての手続きや事前準備等の連絡調整を行う
必要がある。主催者によって、保育について深
い理解をもっている団体もあれば、参加者等の
ニーズに応じて初めて保育を設定する団体もあ
り、「保育グループ」が主体者の状況に応じて、
臨機応変に対応しているのが現状である。
　６グループから主催者に配付している資料の
提供があった。案内の名称として、「○○（グ
ループ名）利用のみなさまへ」「保育を依頼さ
れる時に」が各２グループ、「○○（グループ名）
保育ご案内」「保育室設置概要」が各１グルー
プであった。グループによっては「保育派遣依
頼書」を設定しているところも１グループあっ
た。
　具体的な内容は表 12 のとおりである。その
他、必要に応じて事前打ち合わせ、保育会場の
下見を行うこと、当日の保育キャンセルはで
きないこと等を記載しているグループもあっ
た。事前打ち合わせや会場の下見は、安全に子
どもを保育するために必要なことといえる。特
に初めて保育を設定する主催者が、保育につい
てどの程度理解しているかわからないこともあ
り、その場合には、「保育グループ」から保育
会場や準備物についての状況提供を行うことと
なる。当日申し込みの保育についても、子ども
の安全を配慮して「行わない」ことを明記して
いる「保育グループ」は２グループであった。
この点は、主催者側と「保育グループ」とでき
ちんと確認しておくべき事柄と言えるだろう。
また、保護者からの保育の申し込みがあった
が、当日欠席することになったというケースが
ある。特に保育を利用している子どもたちは就
園前・就学前の子どもたちが多く、体調も左右
されがちである。保護者としても前述のように
できれば参加したいという思いで保育を申し込
んでいることが多く、子どもの体調を時間ぎり
ぎりまで見ながら参加の有無を決めていること
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もあり、キャンセルの連絡も遅くなるケースが
ある。「保育グループ」としては、申し込みの
あった子どもの数に合わせて保育者を配置して
いることもあり、活動を維持していくためにも、
キャンセルは前日までとしているグループが４
グループであった。
　
４．全体的考察及び今後の課題
　本研究を通して明確にすることができた「保
育グループ」の基本的要素は次の２点である。
　一点目は、理念としての明確な活動目的であ
る。子育て中の保護者の声や思いに寄り添い、
自らができることを提供することが子育て中の
保護者を支えることにつながるという確信が活
動の基礎として不可欠である。本調査では、い
ずれのグループにおいても活動目的として「子
育て中の親の社会参加を支えたい」を掲げてい
た。自らの活動がこの目的に合致することを確
認できることが活動の大きな原動力になってい
る。
　二点目は、「信頼される組織づくり」である。
有志の任意団体である「保育グループ」が子ど
もを預かるということは、そこに保護者からの
信頼を得るための努力が欠かせない。本調査を
通して、各グループがそのための工夫を凝らし
ていることが明らかになったが、特に以下の５
項目の内容が活動を成立させる基本的要素と言
えるのではないか。
①保険加入：保育時における事故やケガ対応の
ための保険にすべてのグループが加入してい
た。その旨を主催者側への案内や保育を利用す
る保護者への案内に盛り込んでいる団体もあっ
た。
②保育者の配置基準の明確化：手厚い保育を提
供していることを示し、安心して子どもを預け
ることができる体制を整えていることを示して
いる。
③保育主催者への案内：「保育グループ」がど
のような組織であるかを示すために、活動の趣
旨や目的、保育を行う上で大切にしていること
を明示しつつ、具体的な準備物（保育室の準備
や事前打ち合わせ等）の提示を行うことで安心・
安全な保育の提供体制を整える。また、この案
内に保育料を記載することで、主催者も安心し
て依頼することが可能となる。
④保護者への案内：保育を利用する保護者に、
子どもを預けるために必要な準備物等を詳細に
示すことで、保育への心構えをしてもらうこと
ができる。
⑤保育カード：子どもの成長や発達段階を確認
し、保育者として心がけなければならないこと
を確認することで、保育を行う時間の安全を確
保することが可能となる。
　以上の「保育グループ」の活動を成立させる
基本的要素を踏まえつつ、今後の課題としては
活動を維持するために必要な要素の明確化であ
る。本調査では、「保育グループ」の活動を成
立させる要素については検討することができた
が、それを維持していくために必要な体制につ
いては、さらにグループ代表者等により詳細に
ヒアリングを行う必要がある。例えば、本調査
において活動拠点を尋ねたところ、「代表者宅」
が多く、個別の拠点を持っているグループはな
かった。この状況は、代表者に活動に対する負
担がかなりかかっていると推察される。その点
をより明確にすることで、継続的な活動への体
制づくりが可能となる。
　今回の調査はＡ県内で活動する 26 の「保育
グループ」に協力を要請したが、回答が得られ
たのは９グループに過ぎなかった。その背景に
は、すでに組織として調査に対して対応可能な
グループからの協力になっている可能性が高
い。協力が得られなかった「保育グループ」に
対し、活動が成立しているグループから見える
基礎的要素を提示することで、より活動の活性
化につなげることが可能と考える。具体的に
は、研究結果の内容をＡ県内で活動する「保育
グループ」に研修や冊子等でフィードバックし
ていきたいと考える。
付記
　本研究は平成 23 年度新潟県立大学教育研究
活動推進事業課題解決型研究プロジェクト推進
事業（代表：小池由佳）によるものである。
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